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内
容
と
し
て
は
、
協
力
度
、
理
解
度
、
通
院
距
離
、

時
間
的
余
裕
か
ら
、
当
院
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

を
施
す
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

当
院
で
は
特
に
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
モ

デ
ル（
Ｍ
Ｔ
Ｍ
）と
い
う
、
初
期
治
療
か
ら
予
防

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
の
流
れ
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
基
準
下
で
の
感
染
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
初
期
治

療
）が
完
了
し
て
、
十
分
な
信
頼
関
係
の
下
、
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
対
す
る
利
点
・
欠
点
を
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
身
的
に
は
、
米
国
麻
酔
科
学
会
術
前
状

態
分
類（
※
Ａ
Ｓ
Ａ 

Ｐ
Ｓ
：Physical Status 

術
式
、
備
え
て
い
る
設
備
な
ど

　

１
回
法
／
２
回
法
、
水
平
／
垂
直
性
骨
造
成
法

（
自
家
骨
、
他
家
骨
、
異
種
骨
、
人
工
骨
使
用
）、

上
顎
洞
底
挙
上
術
、
抜
歯
窩
保
存
術
、
遊
離
歯
肉

移
植
術
、
結
合
組
織
移
植
術
、
ス
プ
リ
ッ
ト
ク
レ

ス
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

設
備
面
で
は
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
を
導
入
し
、
よ
り

確
実
な
診
査
診
断
、
事
故
防
止
を
行
う
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
米
国
で
は「
受
診
す
る
人
は
全

て
感
染
症
を
持
っ
て
い
る
と
思
え
」と
い
う
く
ら

い
院
内
感
染
に
は
気
を
使
っ
て
い
ま
す（
＝
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
・
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
）が
、
当
院
で
も

そ
れ
に
準
じ
た
滅
菌
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
の
考
え
方

　

適
応
・
禁
忌
は
社
会
的
、
全
身
的
、
局
所
的
に

大
別
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
絶
対
的
禁
忌
と
相
対
的

禁
忌
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
社
会
的
適
応
の
具
体
的

適
切
な
教
育
、

適
切
な
設
備
が
不
可
欠
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）に
準
じ
て
判
断
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ａ 

Ｐ
Ｓ 

１
〜
６
の
分
類
の
う
ち
、
Ａ
Ｓ
Ａ 

Ｐ
Ｓ 

４（
生
命
を
脅
か
す
程
度
の
重
度
の
全
身
疾

患
）以
上
の
患
者
に
施
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ａ
Ｓ
Ａ 

Ｐ
Ｓ 

３ 

（
重
度
の
全
身
疾
患
を
有
す

る
）の
患
者
さ
ん
は
、
医
科
と
相
談
の
上
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
可
能
な
状
態
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ａ 

Ｐ
Ｓ 

２ 

（
軽
度
の
全
身
疾
患
を
有
す
る
）に
移
行
し
て
か
ら

施
行
し
ま
す
。

　

最
近
は
特
に
、
従
来
の
全
身
疾
患
に
加
え
て
、

チ
タ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
テ
ロ
イ
ド
・
抗
腫
瘍
薬

の
投
与
歴
あ
り
、
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
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特 集 インプラントとの関わり方（上）

剤
投
与
中
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
細
心
の
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
喫
煙
者
は
、
術
後
合
併
症
の
リ
ス
ク
を

熟
知
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

局
所
的
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

SAC classification

に
準
じ
て
治
療
難
易
度
を
決

定
し
、
Ｇ
Ｐ
で
も
施
術
可
能
な
の
か
、
歯
周
病
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
専
門
医
の
介
入
が
必
要
な
の
か
を
判

断
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
ト
ラ
ブ
ル
症
例

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
粘
膜
炎
・
周
囲
炎
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
上
部
構
造
の
破
折
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体
の
破

折
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
内
部
ス
ク
リ
ュ
ー
の
ゆ
る
み
・

破
折
、
骨
造
成
後
の
感
染
、
早
期
荷
重
に
よ
る
十

分
な
オ
ッ
セ
オ
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
不
獲
得

等
。

展
望
と
課
題

　

近
代
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
は
目
覚
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
、
科
学
的
文
献
デ
ー
タ
で
は
非
常
に
高
い

成
功
率
を
誇
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
優
れ
た
結
果
は
、
適
切
な
教
育
を
受
け

た
ド
ク
タ
ー
が
適
切
な
設
備
を
備
え
た
施
設
で

行
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
欧
米
諸
国
で
も
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
に
対
す
る
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

優
秀
な
ド
ク
タ
ー
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
ほ
ど
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
が
社
会
的
問
題
と

な
っ
て
い
る
国
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

理
由
は
、
基
準
化
さ
れ
た
教
育
施
設
の
欠
如
に
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
教
育
・
認
定
の
在

り
方
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
は
予
防
メ
イ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
下
、
長
期
的
な
予
知
性
の
高
い
治
療
で

す
が
、
周
囲
炎
や
そ
の
他
合
併
症
に
対
す
る
確
固

た
る
治
療
法
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら

な
る
情
報
収
集
と
分
析
が
急
務
と
思
わ
れ
ま
す
。
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